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＜めざす児童像＞○よく考え、健康で、仲間を大切にする子 
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日 曜 学校行事 

５ 水 通学班会 付添下校 

６ 木 教育相談（午後） 

13 木 水曜５校時 教育相談（午前） 

14 金 短縮４校時 

17 月 短縮４校時 

18 火 
短縮４校時 卒業式予行練習 

卒業式前日準備 

19 水 
特別３校時 

卒業証書授与式 

21 金 短縮４校時 給食最終日 

24 月 特別３校時 修了式 大掃除 

４月の主な行事予定 

１日（火）離任式 

７日（月）特別３校時 始業式・着任式 

８日（火）特別２校時 入学式 

９日（水）短縮４校時  

通学班会（付添下校） 

１０日（木）短縮４校時 

      給食開始（２～６年） 

１１日（金）短縮４校時 

１４日（月）普通４校時（１年） 

      給食開始（１年） 

      ＰＴＡ選挙開票 

      （新本部役員・旧学年委員） 

１５日（火）普通４校時（１年） 

１７日（木）～２２日（火） 

 短縮４校時 家庭訪問 

１８日（金）心電図（１・４年） 

２４日（木）ＰＴＡ総役員会 

      人生を変える「その一言」 
 

いつも児童たちへの温かい声かけや、本校学校教育へのご理解・ご協力をいただきまして、ありが

とうございます。先日の学習発表会・校内作品展には、たくさんの保護者・地域の皆様に来校いただ

きましてありがとうございました。子どもたちはたくさんの方々に温かく見守られながら、この一年

間で大きく成長しました。いよいよ今年度最後の月となりましたが、「輝かしい希望の春」を明るく

迎えられるよう、更に教職員一丸となって取り組んでまいります。 

先日、綴喜地方の４つの市町小中学校から選ばれた代表者が出場する「第41回綴喜青少年の主張

大会」に出席してきました。本校からも６年の上島汐夏さんが代表として、たくさんの人たちが見守

る大舞台で、堂々と自分の思いを発表してくれました。 

今回参加した１５名の児童生徒の主張発表は、さすが各市町村の代表というものばかりで、「自分

に正直に生きること」「今自分ができることから始めること」「自分から進んで積極的に動くこと」

の大切さや、自分が今住んでいる地域に対する熱い思い、人との出会いやコミュニケーション・相手

を思いやる言葉の大切さ、周りの人たちへの感謝の気持ちなど、どれもしっかりとした内容で素晴ら

しい主張発表でした。改めて言葉の大切さについて考える大変貴重な時間となりました。 

ここでそんな言葉の大切さに触れた、高橋系吾さん(道灌山学園創設者)の素敵な詩「その一言」を

紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あの少年名探偵も「一度口から出しちまった言葉はもう元には戻せねーんだぞ、言葉は刃物なん

だ。使い方を間違えるとやっかいな凶器になる、言葉のすれ違いで一生の友だちを失うこともあるん

だ」と映画の中で熱く語っています。ちょっとした言い回しの配慮ですれ違いは防ぐことはできます

し、相手の受け取り方は大きく変わってくるものです。どんな時であっても言われる側の立場と気持

ちになって、『愛のある言葉』をたくさん使っていきたいものです。 

井手町立井手小学校 

校長  鐘築 栄滋 

 

 

いじめ相談窓口 
いじめについて・子育てについて・学

校生活についてなど、気になることや不

安に思うことはご相談ください。 

0774－82－2119（井手小学校） 

井手小学校担当 児童支援加配まで 

0774－82－4333（教育委員会） 

 教育委員会担当（参事 北川）まで 

 

『一番こわいのは、 

いじめてると思っていないこと』 

（いじめ防止標語コンテストより） 

３月の予定 
卒業証書授与式 

３月１９日（水）９：１５開式 

井手小学校のリーダーとして全校を

支えてくれた６年生が卒業を迎えます。 

卒業証書授与式では、児童全員で送辞

答辞の呼びかけを行い、卒業をお祝いし

ます。 

１年生から５年生の児童は、通常通り

通学班で登校します。下校時刻は１１時

２５分頃になる予定です。 

 
キャリアパスポートについて  

学年末に、一年間の振り返りを行い、

ファイル（キャリアパスポート）を持ち

帰らせます。 

内容をご確認いただき、子どもたちが

自信を持って次の目標が持てるよう声

掛けとコメント欄への記入をお願いし

ます。記入後、下記のとおり、担任まで

提出をお願いします。 

３月１１日（火）持ち帰り 

→１８日（火）までに提出 

 



0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の教育目標「地域とのつながりの中で、子どもを包み込み、

育む学校」・めざす児童像「よく考え、健康で、仲間を大切にす

る子」は、有意義な目標である。

学校公開日として実施する学校行事や授業参観日等の内容や回数

は適当である。

子どもたちの様子を家庭や地域に伝える、「学校だより」や

「ホームページ」の内容や発行・更新回数は適当である。

学校は、児童のよさや課題を理解し、保護者と連携しながら対応

している。

学校は、いじめの予防・早期発見・早期対応に努めている。

学校は、教室や廊下の掲示物や物品の整理等、学習環境が整えら

れている。

学校は、ICT機器（パソコン・タブレット・電子黒板）やデジタ

ル教材などを積極的に活用している。校は、ICT機器やデジタル

教材などを積極的に活用している。

学校は、PTAや「子ども見守り隊」等の諸団体と連携して、子ど

もたちの安全確保に努めている。

学校は、児童一人一人の学習状況を的確に把握し、分かりやすく

工夫した授業をしている。

学校は、児童の興味や意欲を高める指導や関わり方をしている。

家庭学習強化週間やチャレンジ学習は子どもたちにとって効果的

である。

児童は、家庭学習の習慣が身に付き、宿題等に取り組めている。

児童は、あいさつができる。

児童は、好ましい友だち関係のなかで、楽しそうに学校に通って

いる。

児童は、学校のルールやマナーを守って生活している。

合計

令和６年度学校教育に関する評価（保護者アンケート）

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない

あてはまらない 無回答

 

 

 

 

『アンケートのご協力ありがとうございました。』 
いただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後の学校運営に活かしていきたいと考えています。特に以下の点につきまし

ては、課題と捉え取り組んでいきます。 

 

１ 学習について 

昨年度同様に ICT機器を積極的に活用していることや児童の主体性を高めながら学習を進めていることについては、高く

評価をいただきました。一方で、児童一人一人に応じた指導や分かりやすい授業については昨年度に比べ「あまりあてはまら

ない」がやや増えました。現在、本校では、自ら考え学び・行動できる児童を育成することを目指し、「児童が自らの学習を自

己調整しながら進めていけるようにすること」、「児童同士の関わり合いを大切にした授業づくりをすること」を

大切にしています。これらの取組を一層充実し、児童一人一人の良さや課題を保護者の皆様と共有しながら学びを

育んでいきたいと考えています。 

 

２ 家庭学習について 

昨年度と同様に児童の家庭学習の習慣に課題を感じると答えた方が一定数おられました。今年度も「家庭学習強化週間」

と「生活点検」を併せて実施しました。参考になる自主学習ノートを掲示したり、表彰したりして主体的に取り組めるように工夫

してきました。しかし、家庭学習強化週間以外の家庭学習の習慣化にはなかなかつながっていない現状があります。授業で

は、児童の「やってみたい。」という主体性を引き出せるように工夫するとともに、ノートづくりや調べ学習などの学び方を指導し

ていきます。「家庭学習が習慣化されている児童ほど正答率が高い傾向がある」と言われています。家庭と学校が同

じ方向を向いて子どもたちを支えていくことが、学力向上につながると考えています。ご家庭においても、日々の家

庭学習が習慣化できるように引き続き励ましの声かけ等のご協力をよろしくお願いします。 

 

３ あいさつについて 

子どもの「あいさつ」に課題を感じておられる保護者が昨年度よりやや増えました。学校では、PTA と連携し、「さわやかあ

いさつ運動」を各学期に実施しています。また、１１月には生活目標にあいさつを掲げ、気持ちのよいあいさつができるように

指導しています。これらの取組の中では、大きな声であいさつできる児童が増えているように感じます。しかし、普段から自発

的にあいさつできている児童は少ないと感じています。保護者の方々もそのように感じておられるのではないでしょうか。あいさ

つだけに留まらず、自分から進んでどんなことにもチャレンジできるように安心できる環境づくりや自信を育てられるように努

めていきます。 

 

４ 仲間づくりについて 

いじめに対する取組は学校の最重点課題であると考えています。いじめ相談窓口を開設するとともに、日頃の行動観察と学

期に一度「いじめに関するアンケート」を実施しながら、早期発見・早期対応を図っているところです。今後も家庭と連携し、全

職員が一丸となって取組を進めていきます。また、いじめに対する取組だけでなく、「学び合いのできる集団づくり」を大切にし

ています。そのためにも日頃から良好な人間関係が築くことができるように仲間づくりをしたり、安心して過ごせる学級・学校

づくりを心掛けたりして、子ども一人一人が楽しく通うことができる学校づくりを推進していきます。 

 

５ 地域とのつながりについて 

今年度も登下校時の「子ども見守り隊活動」をはじめ、たくさんの地域の方々にご協力いただきました。日頃なかなかでき

ない貴重な経験をさせていただいています。今後も引き続き連携を図り、より一層体験活動等を充実させていきたいと考えて

います。また、子どもたちの様子を家庭や地域に伝えていく機会を増やせるよう、一層努力していきます。 

 


